【平成29年度修士論文概要】思春期における親子間コミュニケーションと子どもの自己肯定感との関連―食事場面に着目して― by 海老沼 李奈





















































名（1 年生 180 名、2 年生 168 名、3 年生
158 名）のデータを分析の対象とした。 
調査時期：2017 年 9 月 
質問紙内容： ①家族との共食頻度 
家族との食事について「ほぼ毎日」「週 3～
4 日」「ほとんどない」の 3 つの選択肢
から回答を求めた。 ②食卓の雰囲気 
SD 法による尺度を作成 ③母子間・父子間のコミュニケーション 
子どもから母親への率直なコミュニケー






















































































からの検討―	 家族心理学研究, 25(1), 
30-44 
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